
2015 年 10 月　会報 682 号　（ 例会　第 1211 回）

美唄ライオンズクラブ
ライオンズ国際協会

331-A 地区第 4R 第 1Z
公式ページ　http://www.bibai-lc.jp/

Facebook ページ　https://www.facebook.com/bibailionsclub/

2015.10.14( 水 ) 
ミーナの募金箱「回収」

（設置場所：スパー古関美唄店、つぼ八美唄店 
美唄ホテルスエヒロ、焼き鳥たつみ、寿楽 
菓子処長栄堂、セブンイレブン岸商店、仙中里
スナック Belle amie、ゆ～りん館、社会福祉協議会）



月　　日 時　刻

2015/10/26 17:00

2015/10/30 13:00

2015/11/4 14:00

2015/11/10 11:00

2015/11/12 12:15

2015/11/13

2015/11/17 11:00

2015/11/17 13:00

2015/11/19 18:15

2015/11/24 11:00

2015/11/26 18:15

花田病院　駐車場

ホテルサンプラザ次期会長研修会

行　事　予　定

第2回ガバナー諮問委員会

内　　容 場　　所

三役打合せ会議

美唄ホテルスエヒロ

ホテルサンプラザ

第一例会

献血　アクティビィティ

三役・PR委員会打合せ会議 美唄LC事務所

第二例会

三役打合せ会議

山田實紘国際会長331複合地区公式訪問ｸﾗﾌﾞ会長ｾﾐﾅｰ

11月理事会

第2回複合地区ガバナー協議会

美唄ホテルスエヒロ

美唄LC事務所

未定

美唄ホテルスエヒロ

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｰｸ小樽「樹林」

美唄LC事務所
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１０ 月 第 二 例 会 次 第 

日 時 ２０１５年１０月２２日（木） ＰＭ６：１５ 

会  場 美唄ホテルスエヒロ 

 

司 会  副幹事  Ｌ牧野 修一 

 

１．開  会  ゴ  ン  グ                       会  長  Ｌ小原  正 

２．国歌「君が代」並びに「ライオンズクラブの歌」斉唱 

３．ライオンズの誓い     YCE教育･青少年育成委員長 L門脇 忠夫     

４．会  長  挨  拶                               会  長  Ｌ小原  正 

５．幹  事  報  告                               会 計  Ｌ谷村 知重 

６．委員会報告                            各  委  員  長 

７．誕生祝い･結婚記念日報告           会員･出席委員長  Ｌ山田 良雄 

８．ド ネ ー シ ョ ン報 告          テール・ツィスター  Ｌ松岡 達也 

９．古切手収集報告       社会福祉･ｱｲﾍﾙｽ/献血･献眼委員長  Ｌ鈴木 清美 

１０．出 席 率 報 告                     会員･出席委員長  Ｌ山田 良雄 

１１．閉  会  ゴ  ン  グ                           会  長  Ｌ小原  正 

 

～ 懇 親 会 ～ 

 

１２．ウィサーブ    社会福祉･ｱｲﾍﾙｽ/献血･献眼副委員長 Ｌ松岡 達也 

１３．センドネ報告                  環境保全・植樹委員長  Ｌ長谷川幸寛 

１４．また会う日まで                           

１５．ライオンズ・ローア           リーダーシップ委員長 Ｌ古谷野 環 
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幹 事 報 告 

 

● 報 告 事 項 

 

１．キャビネットより､下記文書が届いております。 

1）【再募集】『若手・女性メンバーセミナー』開催のご案内 

2）LCIF 理事長より「財団のさらなる飛躍のために」としてメール 

3）LC 国際協会より 10 月のMembership
ﾒ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ｼ ｯ ﾌ ﾟ

 Pulse
ﾊ ﾟ ﾙ ｽ

ニュースレター 

 

２．下記文書が届いております。 

  1）月形ＬＣより､青少年健全育成チャリティビールパーティへのお礼 

  2）仙台シティ LC より､ご協賛お礼の文章とﾁｬﾘﾃｨｺﾞﾙﾌ大会の冊子 

  3）美唄中学校より「第 20 回定期演奏会」のご案内 

  4）三笠 LC より会報 

 

３．会長会議 

日 程 ２０１５年１０月 ８日（木）第一例会終了後～ 

  場 所 美唄ホテルスエヒロ 

 

４．三役打合せ会議 

日 程 ２０１５年１０月１３日（火）1１：００～ 

  場 所 美唄ライオンズクラブ事務所 

  出 席 L 小原､L 谷村､L 牧野 

 

５．美唄市地域安全大会 

日 程 ２０１５年１０月１５日（木）1５：００～ 

  場 所 市民会館大ホール 

  出 席 Ｌ小原､L 古関､L 古谷野､L 髙橋 

 

６．ミーナの募金箱 募金回収 

  日 程 ２０１５年１０月１４日（水） 

  回収先 ｽﾊﾟｰ古関美唄店､菓子司長栄堂､つぼ八美唄店､焼き鳥たつみ､美唄ﾎﾃﾙｽｴﾋﾛ､ 

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ岸商店､仙中里､ﾋﾟﾊﾟの湯 ゆ～りん館､美唄市社会福祉協議会､寿楽 

  金 額 計 24,482 円 

  担 当 社会福祉･ｱｲﾍﾙｽ献血･献眼委員会 

回 収 L 鈴木 
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７．「美唄市教育の日」推進協議会への団体加盟要請並びに代表者会議 

日 程 ２０１５年１０月１６日（金）1７：３０～ 

  場 所 美唄市社会福祉協議会 ２階 大会議室 

  出 席 L 小原､L 谷村 

 

８．ゾーンチェアパーソン検討会  

日 時 ２０１５年１０月１９日（月）1８：００～ 

  場 所 焼き鳥 たつみ 

  出 席 L 小原､L 門脇､L 松岡､L 藤本､L 山田 

 

９．三役･ＰＲ委員会打合せ会議 

日 程 ２０１５年１０月２０日（火）1１：００～ 

  場 所 美唄ライオンズクラブ事務所 

  出 席 L 小原､L 谷村､L 牧野 

 

１０．ミーナの募金送金報告 

日 程 ２０１５年１０月２０日（火） 

  募金額 ｽﾊﾟｰ古関美唄店 1,117 円､菓子司長栄堂 1,019 円､つぼ八美唄店 963 円､ 

焼き鳥たつみ 6,015 円､美唄ﾎﾃﾙｽｴﾋﾛ 2,572 円､ｽﾅｯｸ Belle amie 880 円､ 

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ岸商店 4,793 円､仙中里 833 円､ﾋﾟﾊﾟの湯 ゆ～りん館 3,133 円､ 

美唄市社会福祉協議会 926 円､寿楽 3,111 円  

送金額 25,362 円 

 

１１．キャビネット会議 

日 程 ２０１５年１０月２２日（木） 

  出 席 L 渡辺 

 

１２．その他 

 

● 審 議 事 項 

 

１．観楓例会決算書（案）について（担当 計画委員会）～Ｐ５参照 

 

２．赤い羽根大口募金について ～例年 3 万円 

 

３．新入会員について（担当 会員･出席委員会） 

 

４．その他  
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● インフォメーション 

 

１．『若手・女性メンバーセミナー』開催【再募集】 

日 時 ２０１５年１０月２６日（月） 

    ○セミナー １５:３０～１７:４５ 

○懇親会  １８:００～２０:００ 

場 所 『札幌グランドホテル』              

 

２．第２０回定期演奏会 

  日 時 2015 年１０月２４日（土）開場 13：30～開演 14：00～ 

  場 所 美唄市民会館大ホール 

  入場料 無料 

  主 催 美唄中学校吹奏楽部後援会 

 

３．山田實紘国際会長 331 複合地区公式訪問クラブ会長セミナー 

  日 時 2015 年１１月１７日（火）13：00～15：00 

      ※事前打合せがございますので 12：00 集合（厳守）です。 

  場 所 グランドパーク小樽「樹林」 

  出 席 L 小原 

 

４．その他 

 

● １０月誕生日報告       担当  会員･出席委員長  Ｌ山田 良雄  

 

Ｌ門脇 忠夫 １０月２１日生まれ 

Ｌ丸山 文靖 １０月３１日生まれ 

 

● １０月結婚記念日報告 

 

結婚４０年記念 ルビー婚祝い 

Ｌ佐藤 勇治 昭和５０年１０月２５日ご結婚 

 

１０月生まれ、結婚記念日の皆様 おめでとうございます。 
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● ドネーション報告       担当 テール･ツィスター Ｌ松岡 達也 

 

  Ｌ花柳 鳴介     ２0,000 円    美唄での最後の踊りの記念として 

  Ｌ広瀬 勝犠      5,000円   珊瑚婚記念として 

 

 

● 古切手・書き損じはがき・テレホンカード収集報告   

担当 社会福祉･ｱｲﾍﾙｽ/献血･献眼委員長  Ｌ鈴木 清美 

 

 

１．古切手収集報告 

 

２．書き損じ葉書収集報告 

 

   

３．使用済みテレホンカード収集報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回合計 7,１５０枚   

安藤  淳 ４７０枚  

  提出計 ７,６２０枚

前回合計 １３枚   

安藤  淳 １６枚   

  提出計 ２９枚

前回合計 0枚   

    

  提出計 0枚



- Photos 1/2 -

 9 月 18日 ( 金 )13:30 ～　旗の波作戦（美唄警察署）

　9月 19日 ( 土 )13:30 ～　4R1Z 第 36回 7クラブ合同親睦大会（月形町パークゴルフ場）

　9月 24日 ( 木 )12:30 ～　９月第二例会（寒楓例会）　（鉄板フレンチ Opa）



- Photos 2/2 -

　前ページからつづく　9月 24日 ( 木 )12:30 ～　９月第二例会（寒楓例会）　（鉄板フレンチ Opa）

　10月 8日 ( 木 )12:15 ～　10月第一例会（美唄ホテルスエヒロ）

「鉄板フレンチ Opa」の
スタッフのみなさん



特集４－「ライオンズ誌」（2015 年 5、9、10 月号）より抜粋

会報誌 10月号
- � -

LION 2015年5月号 56

EDITORS ROOM

■
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
・
コ
ン
テ
ス

ト
の
歴
代
受
賞
者

今
年
で
第
27
回
を
数
え
た
ラ
イ
オ

ン
ズ
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
過
去
に
２
回
、
日
本
人
が

大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
第
４
回

（
91
‐
92
年
度
）の
中
島
由
紀
さ
ん

（
写
真
右
／
ス
ポ
ン
サ
ー
：
兵
庫
県
・

三
木
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　

）と
第
12

回（
99
‐
00
年
度
）の
中
館
理
子
さ
ん

（
写
真
左
／
ス
ポ
ン
サ
ー
：
東
京
荏
原

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　

）
だ
。
大
賞
受
賞
者

に
は
賞
金
５
千
㌦
が
贈
ら
れ
、
本
人

と
付
き
添
い
の
家
族
と
ス
ポ
ン
サ

ー
・
ク
ラ
ブ
会
長
が
国
連
本
部
で
開

か
れ
る
授
賞
式
に
招
待
さ
れ
る
。

過
去
に
大
賞
を
受
賞
し
た
27
人
の

出
身
国
は
、
ア
メ
リ
カ
が
５
人
、
日

本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
、
イ
タ
リ

ア
、
イ
ン
ド
が
各
２
人
。
そ
の
作
品

の
ほ
と
ん
ど
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、

ハ
ト
あ
る
い
は
国
旗
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
い
る
点
だ
。
国
際
協
会
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
歴

代
の
大
賞
受
賞
作
を
見
る
と
、
国
柄

が
表
れ
て
い
る
作
品
や
、
日
本
の
漫

画
の
影
響
が
垣
間
見
え
る
作
品
も
あ

っ
て
面
白
い
。

５
月
31
日
は
国
連
が
定
め
る
「
世

界
禁
煙
デ
ー
」。
タ
バ
コ
に
起
因
す
る

健
康
被
害
と
タ
バ
コ
消
費
の
削
減
を

目
指
す
啓
発
活
動
の
た
め
に
制
定
さ

れ
た
。
日
本
で
は
５
月
31
日
か
ら
６

月
６
日
ま
で
の
１
週
間
が
禁
煙
週
間

と
な
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
調

査
（
平
成
24
年
）
に
よ
れ
ば
、
日
本

人
の
喫
煙
率
は
20
・
７
％
で
、
前
年

（
20
・
１
％
）
よ
り
や
や
上
昇
し
た
。

男
女
別
で
は
男
性
34
・
１
％
、
女
性

は
９
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
禁
煙

や
分
煙
が
進
み
つ
つ
あ
る
日
本
だ
が
、

禁
煙
法
を
施
行
し
て
い
る
先
進
各
国

と
比
較
し
て
、
た
ば
こ
対
策
で
は
後

進
国
と
言
わ
れ
て
い
る
。

６
月
に
国
際
大
会
が
開
か
れ
る
ア

メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
州
は
06
年
11
月
に

「
H
ealthy A
ir &
 W
orkplace

Law
」
と
い
う
新
禁
煙
法
を
施
行
。

飲
食
店
や
公
共
の
交
通
機
関
、
施
設

は
全
て
禁
煙
と
な
り
、
ホ
テ
ル
に
も

全
館
禁
煙
の
動
き
が
広
が
っ
た
。
14

年
１
月
に
は
規
制
対
象
が
更
に
拡
大

さ
れ
て
、
ビ
ー
チ
や
公
園
な
ど
で
の

喫
煙
も
禁
止
に
な
っ
た
。
違
反
者
に

は
１
０
０
㌦
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る

の
で
、
愛
煙
家
の
方
は
注
意
を
。
あ

る
い
は
、
ホ
ノ
ル
ル
国
際
大
会
参
加

を
機
に
禁
煙
に
挑
戦
し
て
は
？

特集 大人の社会科見学・
ジオパーク編

地球科学的に重要な自然遺
産を保全し、教育や地域活性
化に役立てることを目指す

「ジオパーク」。世界ジオパー
クに認定された北海道・洞爺

湖有珠山ジオパークと、地元の洞爺湖ライオンズクラ
ブ

による奉仕活動を見学する。

6月号予告

〈第1問〉第27回国際平和ポスタ
ー・コンテストの大賞受賞者の出
身国は？

a. 台湾 b. 中国 c. 韓国

〈第2問〉国連ライオンズ・デーが開
催された都市は？

a. シカゴ b. ワシントン
c. ニューヨーク

〈第3問〉YCEプログラムの発端とな
った日米の学生交換を実施したの
はどの都市のライオンズ？

a. 東京 b. 大阪 c. 神戸

〈第4問〉日本でパイロット・プログ
ラムが始動したFWT。Wは女性

（Women）、Fは何？

a. 家族（Family）
B. 友人（Friend）
c. 仲間（Fellow）

〈第5問〉5月のライオンズ奉仕週間
に、プレストン国際会長が特に支
援を訴える奉仕対象は？

a. 障害者 b. 子ども
c. 高齢者

★回答は54㌻下

ク イ ズ de 例 会

ラ
イ
オ
ン
誌
例
会
の
ス
ス
メ

ー
次
の
例
会
で
す
ぐ
使
え
る
情
報

ラ
イ
オ
ン
ズ
百
科

第1回大会の
晩餐会

こ
の
日
・
こ
の
月
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EDITORS ROOM

に
■
国
際
会
長
テ
ー
マ
と
「
和
」

ホ
ノ
ル
ル
国
際
大
会
の
閉
会
式
で
、

山
田
實
紘
新
国
際
会
長
は
「
命
の
尊

厳
と
和
（
D
ignity. H
arm
ony.

H
um
anity.）」
と
い
う
国
際
会
長

テ
ー
マ（
本
誌
８
月
号
掲
載
）を
発
表

し
た
（
写
真
）。
今
か
ら
34
年
前
の
１

９
８
１
年
、
東
洋
人
と
し
て
初
め
て

国
際
会
長
に
就
任
し
た
故
・
村
上
薫

元
国
際
会
長
が
掲
げ
た
テ
ー
マ
に
も
、

同
じ
「
和
」
の
一
文
字
が
含
ま
れ
て

い
た
。
村
上
元
国
際
会
長
が
掲
げ
た

テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
で
き
ず
こ
う
和

の
社
会
（
People
at
Peace）」。

ち
な
み
に
、
山
田
国
際
会
長
の
テ
ー

マ
の
シ
ン
ボ
ル
は
鶴
、
村
上
元
国
際

会
長
の
シ
ン
ボ
ル
に
は
鳩
が
使
わ
れ

た
。
山
田
国
際
会
長
は
就
任
演
説
の

中
で「（
国
際
会
長
テ
ー
マ
の
意
味
は
）

人
間
の
命
は
皆
平
等
で
あ
る
と
い
う

哲
学
の
も
と
に
、
国
際
協
調
の
中
で

人
類
の
平
和
を
探
求
す
る
、
と
い
う

こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
が
輩

出
し
た
国
際
会
長
が
２
人
そ
ろ
っ
て
、

平
和
追
求
の
理
念
を
世
界
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
に
訴
え
て
い
る
。

９
月
１
日
は
防
災
の
日
、
ま
た
こ

の
日
を
含
む
１
週
間
は
防
災
週
間
と

し
て
、
防
災
知
識
の
普
及
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
る
。
１

９
６
０
年
に
閣
議
了
承
さ
れ
制
定
さ

れ
た
。
９
月
１
日
は
１
９
２
３
（
大

正
12
）
年
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し

た
日
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
台
風
シ
ー

ズ
ン
が
本
格
化
す
る
二
百
十
日
の
時

期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
制
定
さ
れ
た

も
の
で
、
前
年
59
年
の
９
月
26
日
に

伊
勢
湾
台
風
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
。
伊
勢

湾
台
風
は
伊
勢
湾
沿
岸
の
愛
知
県
・

三
重
県
を
中
心
に
全
国
に
被
害
を
も

た
ら
し
、
犠
牲
者
は
５
千
人
を
超
え
、

４
万
人
近
く
の
負
傷
者
が
出
た
。
日

本
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
59
年
９
月
末
時

点
で
東
西
２
地
区
に
１
４
１
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
会
員
数
は
７
３
１
１
人
。

被
災
者
救
援
の
た
め
に
東
西
両
地
区

か
ら
１
５
０
万
円
と
救
援
物
資
２
０

０
梱
包
を
送
っ
て
い
る
。

■
訂
正
と
お
詫
び

８
月
号
「
国
際
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

（
４
㌻
）
の
文
中
に
あ
る
「
第
98
代
目

の
国
際
会
長
」
は
、
正
し
く
は
「
第

99
代
目
の
国
際
会
長
」
で
し
た
。
訂

正
し
お
詫
び
致
し
ま
す
。

特集 ライオンズクラブ統計
2014-15年度の世界と日本のクラ

ブ・会員動静や、日本のアクティビテ
ィ集計などの統計データを掲載。会則
地域別、主要国別、国内地区別のデー
タを網羅し、世界と日本のライオンズ
の情勢を把握することが出来る。また

本誌が国内の全クラブを対象に実施したクラブ・アンケート
の集計結果も収録する。

次号予告

〈第1問〉山田實紘国際会長は日本人
としては何人目の国際会長？

a. 2人目 b. 3人目
c. 4人目

〈第2問〉ホノルル国際大会で選出さ
れた国際理事のうち、日本人は何
人？

a. 1人 b. 2人　　c. 3人

〈第3問〉国際本部があるオークブル
ックはアメリカのどの州にある？

a. ワシントン州
b. ニューヨーク州
c. イリノイ州

〈第4問〉世界で２番目に会員数の多
いライオンズ国は？

a. インド b. 日本
c. 韓国

〈第5問〉次の三つのライオンズ国の
うち最も会員数が多いのは？

a. 中国 b. 台湾
c. フィリピン

★回答は54㌻下

ク イ ズ de 例 会

ラ
イ
オ
ン
誌
例
会
の
ス
ス
メ

ー
次
の
例
会
で
す
ぐ
使
え
る
情
報

ラ
イ
オ
ン
ズ
百
科

こ
の
日
・
こ
の
月
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EDITORS ROOM

に
■
国
際
本
部
前
に
は
た
め
く
日
の
丸

ア
メ
リ
カ
・
イ
リ
ノ
イ
州
オ
ー
ク

ブ
ル
ッ
ク
に
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
国
際
協
会
の
本
部
前
に
は
10
本
の

ポ
ー
ル
が
あ
り
、
各
国
の
国
旗
が
は

た
め
い
て
い
る
。
そ
の
真
ん
中
に
執

行
役
員
（
国
際
会
長
、
前
国
際
会
長
、

第
１
及
び
第
２
副
会
長
）
の
出
身
国

の
旗
４
本
と
、
そ
の
他
に
ラ
イ
オ
ン

ズ
国
及
び
地
域
の
旗
が
週
替
わ
り
で

掲
揚
さ
れ
る
。
本
部
ロ
ビ
ー
に
は
そ

の
日
掲
揚
さ
れ
て
い
る
国
旗
の
国
名

が
表
示
さ
れ
る
そ
う
だ
。

今
年
度
は
前
国
際
会
長
と
第
１
副

会
長
が
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
出
身
な

の
で
、
執
行
役
員
の
分
と
し
て
は
日

本
と
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
の
３
カ
国

の
旗
が
揚
が
り
、
他
の
７
本
が
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
掲
揚
さ
れ
る
。
日
の

丸
の
旗
は
山
田
實
紘
国
際
会
長
が
第

２
副
会
長
に
就
任
し
て
以
降
、
前
国

際
会
長
と
な
る
来
年
度
が
終
了
す
る

ま
で
、
４
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
日
掲

揚
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
10
月
10

〜
24
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
で
初

め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ

よ
う
と
、
当
時
の
302
‐
Ｅ
１
地
区

（
現
在
の
330
、
333
複
合
地
区
の
エ
リ
ア

に
該
当
）
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
力
委

員
会
を
設
置
。
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
の

販
売
で
得
た
資
金
で
、
国
立
競
技
場

の
国
旗
掲
揚
ポ
ー
ル
１
１
０
本
、
移

動
式
ト
イ
レ
ッ
ト
カ
ー
２
台
を
贈
っ

た
。
ま
た
、
11
月
８
〜
12
日
に
開
か

れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
支
援
に
は
、

全
国
の
ク
ラ
ブ
か
ら
募
っ
た
協
賛
金

約
９
４
０
万
円
が
厚
生
省
を
通
じ
て

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
営
委
員
会
に
贈

ら
れ
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
60
年

の
ロ
ー
マ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
第
１

回
大
会
が
開
か
れ
、
一
般
に
は
あ
ま

り
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
日

本
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
そ
の
意
義
の
重

要
さ
を
認
め
て
支
援
を
決
め
、
全
ク

ラ
ブ
に
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

■
訂
正
と
お
詫
び

９
月
号
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ニ
ュ
ー

ス
・
カ
セ
ッ
ト
」（
35
㌻
）
に
記
載
し

た
ラ
イ
オ
ン
誌
日
本
語
版
事
務
所
の

電
話
及
び
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
、
次
の

通
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

TEL
：
０
３
‐
６
６
７
４
‐
８
７
７
７

FAX
：
０
３
‐
６
６
７
４
‐
８
７
８
１

特集 国際会長公式訪問
山田實紘国際会長は9月8日に福岡で

334〜337複合地区、10日に北海道旭
川市で330〜333複合地区の公式訪問
を行った。山田国際会長は日本の会員
に何を語ったのか。公式訪問でのスピ
ーチを収録する。

11月号別冊：LCIF東日本大震災支援
昨年度で終了したLCIFによる緊急及び復興支援の報告。

11月号予告

〈第1問〉ライオンズの青少年ライ
フスキル教育プログラムの名称は、
ライオンズ○○○○。

a. グランプリ b. クエスト
c. グローリー

〈第2問〉国際協会が定める会則地域
はいくつある？

a.  5 b.  6　　c.  7

〈第3問〉日本が属する東洋・東南ア
ジア地域の略称は？

a. OSEAL
b. OSEAC
c. OSEAN

〈第4問〉日本の次に会員数が多い国
は？

a. インド b. 韓国
c. ドイツ

〈第5問〉昨年度入会した会員が最も
多かった年代は？

a. 50代 b. 60代　 c. 70代

★回答は54㌻下

ク イ ズ de 例 会

ラ
イ
オ
ン
誌
例
会
の
ス
ス
メ

ー
次
の
例
会
で
す
ぐ
使
え
る
情
報

ラ
イ
オ
ン
ズ
百
科

こ
の
日
・
こ
の
月

　既に回答した方も、もう一回チャレンジをしてみては？

■
山
田
副
会
長
の
変
革
に
期
待

城
阪
勝
喜
議
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
議
長
連
絡
会
議
や
日
本
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
家
族
会
員
増
強
の
方
針
も
、
山

田
實
紘
国
際
第
１
副
会
長
に
よ
る
、

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
世
界
の
潮
流
に

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
山
田
副
会
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
こ
れ
か
ら
の

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
始
め
と
す
る
、

世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
変
革

を
期
待
す
る
。

大
阪
大
和
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
●
鷺
岡
和
徳

■
心
の
復
興
に
つ
い
て
知
っ
た

特
集
・
東
日
本
大
震
災
「
心
の
復

興
」
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
を
始

め
多
く
の
関
係
機
関
に
よ
る
心
の
ケ

ア
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
「
心
の

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
継
続

的
に
支
援
を
し
て
い
る
こ
と
は
詳
し

く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
が
経
過

し
て
も
繰
り
返
し
悲
し
み
が
襲
っ
て

来
た
り
、
生
活
の
不
安
な
ど
が
重
な

り
う
つ
病
や
不
安
障
害
に
な
ら
れ
る

方
も
多
い
と
か
、
子
ど
も
の
場
合
は

成
長
に
合
わ
せ
た
長
い
ス
パ
ン
の
ケ

ア
が
必
要
と
さ
れ
る
な
ど
、
心
の
傷

を
癒
や
す
に
は
非
常
に
難
し
い
問
題

が
山
積
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
心
の
ケ
ア
に
効
果
的

と
証
明
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
引
き
続
い
て
の
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
や
関

係
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
末
長
い
支

援
を
お
願
い
す
る
ば
か
り
で
す
。

福
岡
県
・
鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
●
安
永
正
信

■
災
害
復
興
と
減
災
へ
の
対
応

物
的
支
援
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、

「
心
の
ケ
ア
」
も
車
の
両
輪
の
ご
と
く

復
興
に
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
心
の
問
題
は
、
医
学
的
知
識

を
持
た
な
い
我
々
に
は
実
感
が
無
く
、

ど
う
支
援
し
て
良
い
か
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
心
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
関
わ

り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、『
不
測
の

衝
撃
』
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
印
税

が
Ｅ
Ｊ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
に
充
て

ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
の

住
む
小
田
原
は
関
東
大
震
災
の
震
源

地
で
あ
っ
て
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、

大
震
災
の
被
害
地
域
と
な
る
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
購

入
し
て
読
ん
で
お
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

リ
レ
ー
連
載
も
、
興
味
深
く
読
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
見
、
自
分

だ
け
が
助
か
れ
ば
良
い
と
も
思
え
る

よ
う
な
言
葉
と
行
動
で
す
が
、
津
波

に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
１

０
０
％
近
く
助
か
り
、
親
が
学
校
に

迎
え
に
行
く
と
い
う
当
た
り
前
の
よ

う
な
行
動
の
方
が
、
か
え
っ
て
命
を

落
と
し
た
と
い
う
の
は
、
皮
肉
な
結

果
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

神
奈
川
県
・
小
田
原
白
梅
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　

●
大
南
修
平
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読
者
か
ら
ー
ー
３
月
号

READERS ROOM

●
ラ
イ
オ
ン
誌
事
務
所
来
訪
者
芳
名
録

２
27
宮
城
県
仙
台
青
葉

平
嶋
　
敬
義

３
９
宮
城
県
仙
台
青
葉

平
嶋
　
敬
義

３
10
大
阪
す
み
の
え

川
野
　
浩
史

３
11
沖
縄
県
八
重
山

識
名
　
安
信

３
11
沖
縄
県
石
川

新
垣
　
暉
文

３
13
タ
イ・ナ
コ
ン
チ
ェ
ン
ラ
イ
山
地
　
　
幸

■塩竈の笹かまぼこを5人の読者に
今月号「ふるさと探訪」（49～53㌻）で紹介し

た小島蒲鉾店から笹かまぼこ詰め合わせが5人
の読者にプレゼ
ントされます。
塩竈の伝統的な
味である小島蒲
鉾店特製の笹か
まぼこを始め、
仙台名物･牛た
んの薫製を混ぜ
合わせた「牛た
んかまぼこ」、
天然塩と塩竈自
慢の地酒で風味
を整えた「揚道

楽」、チーズ、しそ、ほたての風味をプラスし
た「ひとくち笹」のセットです。

プレゼントをご希望の方は、はがきに「笹かま
ぼこ」と明記し、氏名、クラブ名、住所、電話番
号をご記入の上、ライオン誌プレゼント係までご
応募ください。本誌へのご意見、ご感想もお書き
添えください。締切は5月末日。応募多数の場合
は抽選となります。

【宛先】〒104-0045 東京都中央区築地2-2-1
築地細田ビル7階　ライオン誌事務所
＊オンライン応募はライオン誌ウェブマガジン
（www.thelion-mag.jp）の「ライオン誌日本語版」
→「プレゼント応募」から。

読 者 プ レ ゼ ン ト

〈56㌻クイズの解答〉第1問=b.／第2問=c.／第3問=c.／第4問=a.／第5問=b.

■
先
輩
方
の
活
躍
を
再
確
認

「
特
集
：
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
原
点
」

を
読
み
、
日
本
に
お
け
る
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
誕
生
か
ら
、
先
輩
方
の

強
い
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
、
多
く

の
活
動
が
行
わ
れ
、
現
在
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
我
が
ク
ラ
ブ
及

び
周
辺
の
ク
ラ
ブ
会
員
に
、
ぜ
ひ
こ

の
記
事
を
一
読
す
る
よ
う
、
勧
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
・
川
内
第
一
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　

●
西
別
府
勇
己

■
時
と
国
を
超
え
て
変
わ
ら
ぬ
思
い

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
国
を
動
か
す
。

地
域
社
会
を
巻
き
込
み
、
本
当
に
必

要
と
さ
れ
る
活
動
は
何
か
、
模
索
、

探
究
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
特

集
に
あ
っ
た
「
単
な
る
寄
付
で
は
な

く
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
自
身
に
も

問
題
に
立
ち
向
か
う
意
欲
を
持
た
せ

た
い
（
20
㌻
）」
と
い
う
文
章
。
支
援

対
象
地
域
と
な
る
こ
と
の
多
い
私
の

住
む
北
タ
イ
で
も
こ
れ
と
同
じ
願
い

を
持
っ
て
い
ま
す
。
時
が
流
れ
て
も

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
支
援
と
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
本
質
、
思
い
は
変
わ
ら
な
い

の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

タ
イ
・
ナ
コ
ン
チ
ェ
ン
ラ
イ
 ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
　

●
山
地
幸

■
子
ど
も
た
ち
に
企
画
か
ら
参
加
を

子
ど
も
た
ち
が
奉
仕
に
参
加
す
る

機
会
は
こ
れ
ま
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
今
は
奉
仕
団
体
の
み
な
ら
ず
、
地

域
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
育
成
に
力

を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
時
、
子
ど
も
た
ち
が
企
画

段
階
か
ら
参
加
す
る
こ
と
で
、
そ
の

活
動
の
意
義
や
手
法
、
統
括
の
難
し

さ
や
重
要
性
な
ど
を
更
に
理
解
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
つ
の
ゴ
ミ
を

拾
う
こ
と
が
、
な
ぜ
大
切
な
の
か
？

大
勢
の
参
加
を
ど
う
や
っ
て
促
す
か

等
を
考
え
る
こ
と
自
体
も
そ
の
子
の

人
格
形
成
に
役
立
つ
と
確
信
し
ま
す
。

長
野
県
・
下
諏
訪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　●

西
村
厚
志

■
福
岡
国
際
大
会
で
存
在
感
を
示
す

家
族
会
員
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
お
か
げ
で
、
会
員
数
は
か
ろ

う
じ
て
体
裁
を
保
っ
て
い
る
も
の
の

子
会
員
を
除
く
と
10
万
人
を
割
っ
て

い
ま
す
。
子
会
員
の
伸
び
も
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
２
年
目
は
１
年
目
よ
り
４
千

人
く
ら
い
減
少
し
、
鈍
っ
て
き
た
中

で
最
終
年
を
迎
え
ま
し
た
。
35
人
の

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
方
々
の
抱
負
、
方

針
等
に
は
山
田
實
紘
国
際
会
長
の
下

で
共
に
活
動
出
来
る
栄
誉
と
１
０
０

周
年
を
契
機
と
し
た
飛
躍
、
奉
仕
活

動
の
展
開
や
会
員
増
強
な
ど
並
々
な

ら
ぬ
決
意
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
ま
す
。

日
本
か
ら
２
人
目
の
国
際
会
長
を
支

え
、
２
０
１
６
年
の
福
岡
市
で
の
国

際
大
会
を
成
功
さ
せ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
存
在
感
を
全
世
界
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
岡
県
・
鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
●
安
永
正
信
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読
者
か
ら
ー
ー
７
月
号

READERS ROOM

●
ラ
イ
オ
ン
誌
事
務
所
来
訪
者
芳
名
録

６
23
東
京
青
山

大
石
　
和
夫

６
24
東
京

加
藤
　
光
晴

７
７
新
潟
県
新
発
田
菖
城

遠
藤
　
　
悟

７
16
北
海
道
黒
松
内

茂
尾
　
　
実

７
21
千
葉
県
佐
倉

夏
海
　
　
優

■山越うどんの（新）生うどんを10人の読者に

今月号「ふるさと探訪」（49～53㌻）で紹介し
た山越うどんの「（新）生うどん」を10人の読者
にプレゼントします。店の味に近づけるため、
職人が日々努力を積み重ねた「もっちり」か
つ「コシのある」うどん2玉に、特製だしが付
いています。丼に玉子を割り入れ、釜から直
接取った麺と絡める、山越の「かまたま」を
ご家庭で手軽に楽しめます。

プレゼントをご希望の方は、はがきに「山越
うどん」と明記し、氏名、クラブ名、住所、電
話番号をご記入の上、ライオン誌プレゼント係ま
でご応募ください。本誌へのご意見、ご感想もお
書き添えください。締切は9月末日。応募多数の
場合は抽選となります。

【宛先】〒104-0028 東京都中央区八重洲2-6-15
JOTOビル9階　ライオン誌事務所
＊オンライン応募はライオン誌ウェブマガジン

（www.thelion-mag.jp）の「ライオン誌日本語版」
→「プレゼント応募」から。

読 者 プ レ ゼ ン ト

〈56㌻クイズの解答〉第1問=a.／第2問=b.／第3問=c.／第4問=a.／第5問=b.

■
会
長
テ
ー
マ
の
「
尊
厳
」
に
共
感

８
月
号
は
、
新
し
く
国
際
会
長
と

な
ら
れ
た
山
田
實
紘
会
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
ラ
イ
オ
ン

誌
で
し
た
。
今
期
山
田
会
長
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
D
ignity, H
arm
ony,

H
um
anity」。

そ
の
中
で
も
特
に
「
D
ignity（
尊

厳
）」
に
共
感
し
ま
し
た
。
奉
仕
と
施

し
は
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
そ
こ
に
は
大
き
な
違
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
相
手

の
「
尊
厳
」
を
重
視
す
る
か
し
な
い

か
で
す
。
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

活
動
し
て
い
こ
う
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

熊
本
県
・
免
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
●
那
須
弘
紹

■
リ
ー
ダ
ー
こ
そ
肝
に
銘
ず
べ
き

山
田
實
紘
国
際
会
長
の
、
ア
ネ
ハ

ヅ
ル
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
る
時
に
逆

の
Ｖ
字
型
に
飛
行
し
、
先
頭
を
飛
ぶ

リ
ー
ダ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
順
次

交
代
し
て
負
担
を
分
担
し
、
群
れ
の

全
員
が
協
力
す
る
と
い
う
調
和
に
よ

っ
て
過
酷
な
環
境
を
乗
り
越
え
る
話

は
、
象
徴
的
で
あ
る
と
共
に
感
動
的

で
す
。
先
頭
に
立
つ
リ
ー
ダ
ー
は
、

自
分
勝
手
に
一
人
早
く
飛
ん
で
も
、

ま
た
、
遅
く
飛
ん
で
も
調
和
を
保
つ

こ
と
は
出
来
ず
、
常
に
後
続
に
配
慮

す
る
。
た
と
え
組
織
の
た
め
だ
と
思

っ
て
も
、
自
分
の
考
え
を
一
方
的
に

押
し
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。
次
に
リ

ー
ダ
ー
を
譲
り
、
譲
っ
た
以
上
は
新

た
な
リ
ー
ダ
ー
に
従
う
こ
と
、
と
い

う
教
え
と
し
て
、
十
分
に
説
得
力
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
例
え

話
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
リ
ー
ダ
ー
と
さ
れ
る
方
々
、
言
わ

ば
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
高
い
方
た
ち
こ

そ
、
肝
に
銘
ず
べ
き
こ
と
の
よ
う
に

思
い
ま
す
し
、
自
ら
も
気
を
付
け
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

神
奈
川
県
・
小
田
原
白
梅
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
　

●
大
南
修
平

■
ラ
イ
オ
ン
誌
デ
ジ
タ
ル
版
に
疑
問

ラ
イ
オ
ン
誌
を
２
０
１
８
年
か
ら

デ
ジ
タ
ル
版
に
切
り
替
え
る
と
い
う

こ
と
を
知
っ
た
。

私
た
ち
の
332
‐
Ａ
地
区
で
は
Ａ
Ｒ

（
拡
張
現
実
：
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
利
用
し
て
、
現
実
世
界
に
情
報
を

付
加
す
る
技
術
）
を
導
入
し
て
興
味

を
引
こ
う
と
考
え
た
が
、
残
念
な
が

ら
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
会
員
が
少

な
く
、
見
送
っ
た
。
ま
た
、
地
区
誌

を
電
子
ブ
ッ
ク
に
し
て
公
開
し
、
ア

ク
セ
ス
解
析
を
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と

ん
ど
読
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。
若
い
世
代
は
ス
マ
ホ
が
あ
っ

て
も
読
ん
で
は
い
な
い
よ
う
だ
。

ラ
イ
オ
ン
誌
電
子
版
も
ア
ク
セ
ス

が
少
な
い
と
書
い
て
あ
っ
た
し
、
電

子
ブ
ッ
ク
市
場
そ
の
も
の
が
伸
び
て

い
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
予
算

面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
普
及
状
況
を
鑑

み
れ
ば
、
時
期
尚
早
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

青
森
県
・
弘
前
チ
ェ
リ
ー
 ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　

●
秋
元
義
禮
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読
者
か
ら
ー
ー
８
月
号

READERS ROOM

●
ラ
イ
オ
ン
誌
事
務
所
来
訪
者
芳
名
録

８
６
沖
縄
県
浦
添
ウ
ェ
ス
ト
小
柴
　
登
司

８
６
兵
庫
県
神
戸
須
磨

辰
巳
　
博
明

８
31
長
崎
県
佐
世
保
南

久
田
　
裕
己

■会津美里町の特産梅漬けを5人の読者に

今月号「ふるさと探訪」（49～53㌻）で紹介し
た会津美里町･有機果菜食品の「高田梅 甘漬小
割」と、日本一大粒の高田梅を丸ごと漬けた

「高田梅 うす塩丸漬」をセットにして5人の読
者にプレゼントします。甘漬は小さく割った
高田梅を氷砂糖と一緒に漬け込み、カリッと
した食感が、もぎたての風味を感じさせます。

プレゼントをご希望の方は、はがきに「高田梅」
と明記し、氏名、クラブ名、住所、電話番号をご
記入の上、ライオン誌プレゼント係までご応募く
ださい。本誌へのご意見、ご感想もお書き添えく
ださい。締切は10月末日。応募多数の場合は抽
選となります。

【宛先】〒104-0028 東京都中央区八重洲2-6-15
JOTOビル9階　ライオン誌事務所
＊オンライン応募はライオン誌ウェブマガジン

（www.thelion-mag.jp）の「ライオン誌日本語版」
→「プレゼント応募」から。

読 者 プ レ ゼ ン ト

〈56㌻クイズの解答〉第1問=b.／第2問=c.／第3問=a.／第4問=b.／第5問=a.
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昭
和
48
年
10
月
10
日
「
目
の
日
」

前
夜
の
こ
と
。
夕
食
の
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
な
が
ら
、
か
ね
て
心
に
決
め
て

い
た
こ
と
を
私
は
家
族
の
前
で
口
に

し
た
。

「
ア
イ
バ
ン
ク
に
登
録
し
よ
う
と
思

う
が
…
…
」

「
ア
イ
バ
ン
ク
っ
て
何
で
す
か
？
」

と
、
妻
の
あ
い
子
が
問
い
か
け
る
。

私
は
笑
っ
て
ご
ま
か
し
な
が
ら
「
私

が
死
ん
だ
時
、
角
膜
を
病
気
や
ケ
ガ

で
目
が
見
え
な
い
人
に
贈
る
ん
だ
よ
」

と
言
っ
た
。
す
る
と
、
二
人
の
息
子

の
う
ち
一
人
が
「
お
父
さ
ん
、
そ
り

ゃ
い
い
ね
ぇ
」
と
、
ま
ず
賛
成
し
て

く
れ
る
。
も
う
一
人
は
黙
っ
て
食
事

を
続
け
て
い
る
。
突
飛
な
こ
と
を
言

い
出
し
た
な
、
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。「
私
は
嫌
で
す
よ
。
お
父
さ
ん
の

を
出
す
く
ら
い
な
ら
、
私
の
を
差
し

上
げ
ま
す
。
今
の
う
ち
に
言
っ
て
お

き
ま
す
」
と
、
妻
は
不
承
知
。「
死
ん

で
か
ら
６
時
間
以
内
に
目
を
と
っ
て

も
ら
い
、
手
術
も
30
分
く
ら
い
で
、

後
は
義
眼
を
入
れ
て
元
の

よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
な
る
ん

だ
よ
」
と
、
一
応
は
説
明

し
て
み
た
が
、
妻
は
無
言

の
ま
ま
だ
っ
た
。
こ
れ
で

は
説
得
に
て
こ
ず
る
と
思

い
、
ひ
と
ま
ず
久
留
米
大

学
医
学
部
に
手
続
き
の
た

め
の
書
類
の
送
付
を
頼
ん

だ
。
近
親
者
が
承
諾
の
署

名
捺
印
す
る
箇
所
が
あ
る
。「
あ
い
子
、

こ
こ
に
サ
イ
ン
し
て
判
を
押
し
て
く

れ
」
と
、
笑
い
で
ご
ま
か
し
な
が
ら

言
う
。「
嫌
で
す
よ
、
私
は
押
し
ま
せ

ん
」
と
、
強
硬
に
反
対
さ
れ
た
。
そ

こ
で
私
は
自
分
で
妻
の
名
を
書
き
、

印
鑑
を
借
用
し
た
。

一
週
間
ば
か
り
し
て
登
録
書
面
が

送
ら
れ
て
き
た
。
後
は
自
分
の
心
に

言
い
聞
か
せ
る
た
め
に
も
と
、
ク
ラ

ブ
会
報
に
「
ラ
イ
オ
ン
死
し
て
角
膜

遺
す
」
と
小
文
を
寄
稿
し
た
。
そ
れ

を
見
た
妻
は
「
お
父
さ
ん
、
と
う
と

う
自
分
の
思
う
よ
う
に
し
ま
し
た
ね
」

と
、
苦
笑
し
な
が
ら
言
っ
た
。

ク
ラ
ブ
で
ア
イ
バ
ン
ク
全
員
登
録

が
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が

昭
和
52
年
。
妻
と
息
子
、
娘
た
ち
は

快
く
登
録
カ
ー
ド
に
署
名
捺
印
し
て

く
れ
た
。
こ
の
時
、
最
初
に
献
眼
す

る
の
は
当
然
こ
の
私
、
と
皆
思
っ
て

い
た
の
だ
が
…
…
。

自
分
よ
り
も
先
に
私
を
見
送
る
も

の
と
自
他
共
に
認
め
て
健
康
だ
っ
た

妻
が
「
体
が
き
つ
い
。
疲
れ
る
」
と

訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
州
大
学

病
院
で
念
の
た
め
診
断
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
慢
性
肝
炎
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
月
に
１
回
の
通

院
治
療
と
食
後
２
時
間
の
横
臥
を
言

い
渡
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
約
２
年
。
入
退
院
を
３

回
ば
か
り
繰
り
返
し
た
後
、
肝
硬
変

と
告
げ
ら
れ
た
。
先
生
方
が
熱
心
に

治
療
を
さ
れ
た
が
、
病
気
は
徐
々
に

進
ん
で
い
っ
た
。

８
月
の
初
め
、
病
室
で
妻
が
ぽ
つ

り
と
寂
し
そ
う
に
言
っ
た
。「
今
度
は

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
、
も
う
退
院

は
出
来
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
よ
。

今
月
い
っ
ぱ
い
も
て
る
か
し
ら
…
…
。

私
の
肝
臓
は
九
大
に
あ
げ
て
い
い
で

す
よ
」。
私
は
妻
の
病
理
解
剖
の
意
志

を
初
め
て
知
り
、
胸
が
熱
く
な
り
何

も
言
え
な
か
っ
た
。「
お
父
さ
ん
、
あ

の
こ
と
は
し
て
い
い
で
す
よ
」
と
、

小
さ
く
言
っ
た
。
男
の
私
で
さ
え
、

死
ん
だ
後
で
も
体
に
メ
ス
を
入
れ
ら

れ
る
の
は
恐
ろ
し
い
と
思
っ
て
い
る

の
に
…
…
。
妻
の
こ
の
言
葉
、
人
間

愛
に
心
打
た
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

８
月
29
日
、
妻
の
言
葉
は
現
実
と

な
り
、
午
前
11
時
、
永
遠
の
眠
り
に

つ
い
た
。
妻
の
目
は
佐
賀
県
と
福
岡

県
の
二
人
の
方
に
光
を
与
え
た
。
臓

器
は
進
み
ゆ
く
医
学
に
、
い
く
ら
か

の
足
し
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

私
は
、
妻
が
仏
前
で
唱
え
て
い
た

般
若
心
経
を
毎
朝
捧
げ
て
い
る
。
あ

あ
、
色
即
是
空
。

も
う
一
度
読
み
た
い「
あ
の
記
事
」

●
１
９
８
６
年
２
月
号
　
獅
子
吼

「
妻
が
遺
し
た
人
間
愛
」
江
頭
一
郎
（
佐
賀
県
・
唐
津
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ

ブ
　

）

『
ラ
イ
オ
ン
誌
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
も
う
一
度
読
ん
で
頂
き
た
い
記

事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
多
少
の
編
集
を
加
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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ラ
イ
オ
ン
ズ
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
今

更
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
な
ぜ
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
あ
ま
り
論
議
を
聞
か
な
い
。

こ
の
辺
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

大
先
達
の
メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
が
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
う
こ

と
こ
そ
が
最
も
ク
ラ
ブ
を
意
義
あ
る

も
の
に
す
る
と
し
、
そ
の
趣
旨
に
対

し
て
多
く
の
賛
同
者
が
現
れ
た
こ
と

は
誰
し
も
承
知
し
て
い
る
。
だ
が
、

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
、
土
壌

に
お
い
て
こ
そ
起
き
た
こ
と
で
あ
っ

て
、
も
し
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
日
本
で
生

ま
れ
て
い
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
か
。

日
本
に
は
古
来
、
優
れ
た
思
想
や

宗
教
が
培
わ
れ
て
き
た
が
、
大
雑
把

に
言
っ
て
そ
れ
ら
は
、
儒
教
的
道
義

心
や
仏
教
的
慈
悲
心
な
ど
で
代
表
さ

れ
る
と
考
え
る
。
高
級
な
思
想
は
一

般
の
者
に
は
分
か
り
に
く
く
、
そ
れ

は
論
外
と
し
て
、
普
通
の
日
本
人
の

平
和
的
な
理
解
の
仕
方
で

は
、
哀
れ
な
人
た
ち
を
助

け
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
か
、
か
わ
い
そ
う
だ
か

ら
救
っ
て
あ
げ
る
と
い
う

発
想
に
な
り
や
す
い
。
更

に
あ
る
い
は
、
現
世
で
善

行
を
積
ん
で
お
け
ば
、
未

来
に
何
か
自
分
に
良
い
報

い
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
因
果
応
報
と
か
、
功
績

主
義
に
陥
る
。
最
低
な
こ
と
に
、
世

間
体
が
良
い
と
か
、
自
分
の
名
声
が

上
が
る
と
期
待
す
る
人
物
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
心
の
奥
底
を
赤
裸
々

に
洗
っ
て
み
れ
ば
、
し
ょ
せ
ん
は
善

い
行
い
を
す
れ
ば
自
分
に
何
か
が
返

っ
て
く
る
と
い
う
、
自
己
の
利
益
追

求
に
連
な
る
の
で
は
な
い
か
。

倫
理
道
徳
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ぬ

普
遍
性
が
あ
る
。「
我
が
身
つ
ね
っ
て

人
の
痛
さ
を
知
れ
」
に
始
ま
る
隣
人

愛
、
博
愛
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
他

人
に
と
っ
て
も
共
通
の
善
で
あ
る
。

そ
う
だ
か
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
す
る
の
か
と
問
い
た
い
。
そ
う
だ

と
答
え
る
人
に
反
論
は
出
来
な
い
。

だ
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
ア

メ
リ
カ
と
い
う
土
壌
か
ら
生
ま
れ
た
。

以
下
は
私
の
推
論
で
あ
る
。

現
代
の
ア
メ
リ
カ
は
雑
多
な
宗
教

や
思
想
が
混
入
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
根
底
に
は
キ
リ
ス
ト

教
と
い
う
思
想
・
信
仰
が
流
れ
て
い

る
と
見
る
。
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
基
盤

に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

間
に
は
階
層
区
分
は
あ
っ
て
も
、
神

の
目
か
ら
見
れ
ば
、
皆
等
し
く
、
キ

リ
ス
ト
を
長
子
と
す
る
神
の
子
ど
も

と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
平
等
で
あ

る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
人
格
の
平

等
を
信
仰
に
求
め
て
い
る
の
だ
。

現
実
に
は
、
黒
人
の
差
別
問
題
な

ど
困
難
な
事
情
を
抱
え
持
つ
ア
メ
リ

カ
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
良
心
と

い
う
か
、
信
念
と
言
う
べ
き
か
、
こ

の
よ
う
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
形
成
す

る
根
源
が
あ
る
と
思
う
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
な
ぜ
す
る
の

か
。
そ
れ
に
共
感
共
鳴
す
る
体
質
か

ら
き
て
い
る
。
神
の
目
か
ら
見
て
、

人
間
の
人
格
に
お
け
る
平
等
の
立
場

に
あ
っ
て
、
水
平
的
に
同
じ
兄
弟
同

士
と
し
て
助
け
合
う
の
は
、
当
た
り

前
で
あ
っ
て
、
垂
直
的
に
地
位
の
高

い
者
か
ら
低
い
者
へ
、
強
者
か
ら
弱

者
へ
、
富
め
る
者
か
ら
貧
し
い
者
へ
、

と
い
う
施
し
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は

優
越
感
を
持
つ
余
地
は
全
く
な
い
し
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
す
る
場
合
、
謙

虚
に
振
る
舞
う
必
要
も
な
い
。
た
だ

受
け
る
側
は
感
謝
す
れ
ば
良
く
、
与

え
る
側
も
う
れ
し
く
思
え
ば
い
い
。

だ
が
、
我
々
人
間
は
心
が
弱
い
か

ら
、
分
か
っ
て
い
る
が
人
目
に
気
を

配
り
、
自
分
や
自
分
の
ク
ラ
ブ
の
名

誉
の
た
め
を
考
え
な
い
と
言
っ
た
ら

嘘
に
な
る
。
筆
者
自
身
も
恥
ず
か
し

な
が
ら
そ
う
告
白
し
、
ペ
ン
を
置
く
。

も
う
一
度
読
み
た
い「
あ
の
記
事
」

●
１
９
７
５
年
６
月
号
　
今
月
の
椅
子

「
分
か
っ
て
い
て
、
分
か
ら
ぬ
こ
と
」
大
矢
正
和
（
滋
賀
県
・
大
津
び
わ
湖
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ

ブ
　

）

『
ラ
イ
オ
ン
誌
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
も
う
一
度
読
ん
で
頂
き
た
い
記

事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
多
少
の
編
集
を
加
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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世
の
中
が
進
み
、
行
政
側
の
福
祉

も
充
実
に
向
か
い
、
市
民
の
関
心
も

高
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕
も
そ
れ
に
つ
れ
高

度
な
も
の
が
要
求
さ
れ
て
く
る
。
10

年
前
、
20
年
前
の
よ
う
な
取
り
組
み

方
や
、
１
ク
ラ
ブ
の
小
さ
な
事
業
予

算
、
委
員
会
予
算
で
は
、
か
え
っ
て

物
笑
い
の
種
に
な
る
よ
う
な
こ
と
も

起
き
て
く
る
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

は
、
地
域
市
民
と
手
を
組
ん
で
善
意

の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
進
め
て
い
く

の
が
理
想
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で

は
、
同
じ
地
域
同
士
の
ク
ラ
ブ
が
そ

れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
小
粒
の
奉
仕
を

続
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
で
、
時
に
は
事
情
を
知

ら
な
い
方
面
か
ら
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

良
識
は
」
と
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
に
同
一
地

域
内
に
あ
る
ク
ラ
ブ
、
離
れ
て
い
て

も
志
を
共
に
す
る
ク
ラ
ブ
の
強
調
化
、

連
帯
化
の
必
要
性
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。

し
か
し
、
こ
の
声
は
特

別
耳
新
し
い
こ
と
で
は
な

く
、
相
当
以
前
か
ら
一
部

で
は
言
わ
れ
て
き
た
新
し

く
て
古
い
声
で
も
あ
る
。

な
ら
ば
、
な
ぜ
今
に
な
っ

て
も
そ
の
実
現
化
が
は
か

ば
か
し
く
な
い
の
だ
ろ
う

か
。

実
は
問
題
は
こ
こ
に
あ
る
。

そ
れ
は
、
一
つ
に
は
オ
ラ
ガ
意
識

の
壁
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
よ
く
あ

る
こ
と
は
オ
ラ
ガ
ク
ラ
ブ
は
、
オ
ラ

ガ
年
度
は
、
の
妙
な
力
み
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
果
た
す
効
果
効
率
よ
り
も
、

実
行
さ
え
し
て
お
け
ば
と
い
う
形
式

的
な
面
が
優
先
さ
れ
る
キ
ラ
イ
が
、

実
現
ま
で
に
手
数
の
掛
か
り
が
ち
な

連
帯
活
動
を
阻
ん
で
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

そ
の
二
は
、
会
員
の
周
囲
の
情
報

不
足
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
が
互
い
に

隣
の
ク
ラ
ブ
を
も
っ
と
見
渡
せ
る
広

い
視
野
に
し
て
い
き
た
い
。
し
か
し

そ
れ
に
は
、
隣
の
情
報
を
適
切
に
供

給
す
る
シ
ス
テ
ム
も
必
要
だ
ろ
う
。

ま
た
、
古
い
会
員
層
の
中
に
は
、
こ

ん
な
時
に
限
っ
て
ノ
コ
ノ
コ
顔
を
出

し
、
ク
ラ
ブ
の
独
自
性
理
論
（
？
）

を
振
り
回
し
、
リ
ク
ツ
を
並
べ
る
ご

仁
が
い
る
。
も
っ
と
大
局
的
な
目
を

持
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
三
は
、
良
い
指
導
者
を
頭
に

頂
く
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
リ
ー

ダ
ー
が
腕
を
発
揮
出
来
る
よ
う
に
、

協
力
的
土
壌
を
作
る
こ
と
も
大
切
だ
。

年
に
一
度
く
ら
い
は
、
ゴ
ル
フ
な
ど

の
趣
味
だ
け
に
限
ら
ず
、
隣
の
ク
ラ

ブ
と
手
を
取
り
合
っ
た
広
い
視
野
の

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
汗
を
流
し

て
み
た
い
も
の
。
１
ク
ラ
ブ
の
事
業

予
算
の
１
割
や
２
割
は
そ
う
し
た
こ

と
の
た
め
に
使
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

336
‐
Ａ
地
区
（
四
国
）
の
第
３
リ
ジ

ョ
ン

で
は
先
年
、
つ
い
に
一
つ
の
見
本
が

あ
っ
た
。
若
年
性
糖
尿
病
と
闘
う
青

少
年
た
ち
の
社
会
対
応
訓
練
キ
ャ
ン

プ
を
、
奉
仕
の
青
年
医
師
と
女
性
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
第
３
リ
ジ

ョ
ン
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
三
者
が
力
を
合
わ
せ
て

実
施
し
た
の
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ふ
さ

わ
し
い
力
を
出
し
合
っ
た
こ
の
活
動

は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
奉
仕
の
理
想
の
一

つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
奉
仕
が

実
現
し
た
の
は
、
時
の
地
区
ガ
バ
ナ

ー
、
そ
し
て
各
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ

ー
ソ
ン
の
優
れ
た
指
導
力
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
。

ク
ラ
ブ
が
停
滞
し
て
い
る
と
感
じ

た
な
ら
、
ヒ
ザ
を
突
き
合
わ
す
よ
う

な
、
ク
ラ
ブ
内
だ
け
の
チ
マ
チ
マ
と

し
た
行
動
や
ス
ケ
ー
ル
か
ら
一
歩
踏

み
出
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
本
来
の
活

動
で
、
隣
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
た

ち
と
連
帯
行
動
す
る
こ
と
が
低
調
気

味
の
ク
ラ
ブ
に
新
鮮
な
良
い
刺
激
と

も
な
っ
て
、
活
力
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
う
一
度
読
み
た
い「
あ
の
記
事
」

●
１
９
８
６
年
２
月
号
　
広
場

「
な
ぜ
ク
ラ
ブ
は
小
さ
く
閉
じ
こ
も
る
？
」
山
崎
潔
（
香
川
県
・
高
松
栗
林
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ

ブ
　
）

『
ラ
イ
オ
ン
誌
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
も
う
一
度
読
ん
で
頂
き
た
い
記

事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
多
少
の
編
集
を
加
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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